


要約:全国主要 NICU 77 施設に対し、超低出生体重児(ELBW)症例の重症感染症例につきア

ンケート調査を行ない、57 施設から回答を得た。重症児を数多く収容する施設では、院

内感染症の起因菌は依然として MRSA が中であることが再確認された。平成 7 年度の調査

時と比較して重症院内感染症例の起因菌、病型などに大きな変化は無かったが、各施設で

の感染対策や積極的な治療にも拘わらず、予後の改善は得られていないことが明らかとな

った。


